
名古屋講演会のご案内

中国経済の正念場
－米中貿易戦争の行方と日本
企業のグローバル戦略のあり方

日時
2019年 7月 16日（火）
16：00～ 17：30（受付開始15：30）

会場
名古屋銀行協会4階 403会議室
名古屋市中区丸の内2-4-2

講師略歴

参加料（消費税込み）
当日会場にてお支払い下さい。
・無料
①アナリスト協会

CMA、CIIA、一般会員、個人賛
助会員、法人会員・法人賛助会
員の役職員、検定会員補、 CMA受
講生、大学生

②共催・後援団体等
共催・後援団体の役職員、日本
証券業協会会員の役職員、名証
IR懇談会会員企業の役職員

・500円
日本証券アナリスト協会PB資格
取得者（上記①、②以外の方）

・ 1,000円
上記以外の方

共催団体：日本証券業協会
名古屋地区協会

後援団体： ㈱名古屋証券取引所

申込方法
をクリックし、該当講演会の

「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。

問合せ先
日本証券アナリスト協会
講演会・セミナー担当
TEL 03-3666-1515
FAX 03-5640-4529
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp

柯 隆（か りゅう）氏
公益財団法人東京財団政策研究所 主席研究員
静岡県立大学 グローバル地域センター 特任教授
株式会社富士通総研 経済研究所 客員研究員

中国経済の構造問題がほとんど解決されないなか、トランプ大統領が仕掛け
た貿易戦争はさらに激化している。中国政府は徹底抗戦の構えを示している
が、現実的に対米報復の材料が乏しい。このまま貿易戦争が長期化すれば、
中国の景気は一段と悪化する恐れがある。その影響は中国に止まることなく、
グローバル経済も危機に陥る恐れがある。こうしたなかで、日本企業は新たな
グローバル戦略を再考する必要がある。今回のセミナーはこのような問題意識
を踏まえ、中国経済の今後の動きを展望する。

講演内容

1988年来日。92年愛知大学卒業。94年名古屋大学大学院修士（経
済学）取得。同年長銀総合研究所国際調査部研究員、98年富士通総
研経済研究所主任研究員、2006年同主席研究員。12年10月より静岡
県立大学グローバル地域センター特任教授を兼務。18年４月より現職。
著書に、「中国の不良債権問題」（日経新聞出版、2007年）、「中国
「強国復権」の条件」（慶応大学出版会、2018年）ほか多数。

講師

申込み期限
2019年
7月9日（火）

地 図
こちら

申込はこちら

http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/nagoya_ginkokyokai.pdf
https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
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